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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

拡張情報              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫Ⅵ」（Ver.1.29）・・・P1  「BUILD.一貫Ⅵ」 Q&A ・・・P9 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅵ」（Ver.1.29） 

・柱状図の入力と沈下量の検討に対応 

2024 年 11 月にリリースした「BUILD.一貫Ⅵ」（Ver.1.29）より、「BUILD.一貫Ⅵ」で柱状図の入力と沈下量の検討に対応し

ました。柱状図は沈下量の検討に用います。 

 

 

 

 

※柱状図の入力と沈下量の検討は、BUILD.一貫Ⅵ・プレミアムモードに含まれる機能です。 

2025 年 2 月号 

https://www.kozosoft.co.jp/seihin/ik6/ik6_p2.html
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・地盤入力アドオンのインスト―ル 

柱状図を入力するためには「BUILD.一貫Ⅵ/地盤入力（BUILD.一貫Ⅵアドオン）」をインストールする必要があります。当社ホー

ムページの「BUILD.一貫Ⅵ/地盤入力（BUILD.一貫Ⅵアドオン）」の最新版プログラムのダウンロードからインストールをしてください。 

「BUILD.一貫Ⅵ/地盤入力（BUILD.一貫Ⅵアドオン）」のインストール後に、「BUILD.一貫Ⅵ」を起動します。[設定]タブの[ア

ドオン]アイコンを押して、「BUILD.一貫Ⅵ/地盤入力」にチェックが入っていることを確認してください。 

 

 

 

 

 

２．[アドオン]アイコンを押します。 

３．チェックが入っていることを確認します。 

１．[設定]タブを選択します。 

 

  



今月のイチオシ（2025 年 2 月号）  

 

 

3 / 9 

・柱状図の入力方法 

以下の手順で柱状図を入力します。 

1. [計算条件]タブを選択します。 

2. [柱状図]アイコンを押すと、柱状図の編集画面が開きます。 

3. [柱状図データ編集]ボタンを押すと、柱状図データ編集画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．[計算条件]タブを選択します。 

２．[柱状図]アイコンを押します。 
３．[柱状図データ編集]ボタンを押します。 
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4. [基本データの入力]タブの調査情報、孔口標高、孔内水位を入力します。 

 

４．調査情報、孔口標高、孔内水位を入力します。 

 

 

5. [土質名の入力]タブを選択し、層厚、土質名を入力します。 

 

 

５．層厚、土質名を入力します。 
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6. [N 値及び相対密度・稠度の入力]タブを選択し、深度、N 値を入力します。入力が完了したら、画面下部の[閉じる]ボタンを

押して、柱状図データ編集画面を閉じます。 

 

６．深度、Ｎ値を入力します。 

 

 

7. ここからは沈下量の検討に必要なデータを入力します。[即時沈下検討用データ]タブを選択して、ボーリング G.L.、ヤング係

数、ポアソン比、層分割数を入力します。即時沈下の検討をしない場合は入力不要です。 

 

７．ボーリング G.L.、 

ヤング率、ポアソン比、層分割数を入力します。 
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8.  [圧密沈下検討用データ]タブを選択して、単位体積重量γt、初期間隙比、圧密降伏応力、圧縮指数、層分割数を入力

します。圧密沈下の検討をしない場合は入力不要です。 

 

 

８．単位体積重量γt、初期間隙比、 

圧密降伏応力、圧縮指数、層分割数を入力します。 

 

 

9. 入力が完了したら、[保存]アイコンを押して、柱状図の編集画面を閉じます。 

 

 

 

 

９．[保存]アイコンを押して、柱状図の編集画面を閉じます。 

 

 

  



今月のイチオシ（2025 年 2 月号）  

 

 

7 / 9 

・沈下量の検討の指定方法 

柱状図の入力、底盤を配置および接地圧の検討指定をすることで、沈下量の検討が行えます。 

1. [配置]タブを選択して、[底盤]アイコンを押します。 

2. 床符号を選択して、底盤を配置する範囲をマウスで囲みます。  

 

 

 

 

１．[底盤]アイコンを押します。 

 ２．床符号を選択して、底盤を配

置する範囲をマウスで囲います。 
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3. ナビゲータウィンドウの入力項目ツリーの[計算条件]-[基礎]-[地盤反力･基礎の長期設計用軸力]を選択します。以下の画

面が表示されるので、「地盤反力による接地圧と部材荷重の計算」で「負担面積で接地圧計算」または「全体剛体として接地

圧計算」を選択します。 

 

３．「負担面積で接地圧計算」または 

「全体剛体として接地圧計算」を 

選択します。 

 

テキスト入力の場合は、許容応力度計算データの［ＡＬＤ５］（積雪荷重・地盤反力）の４項目で、以下の下線部のように入

力します。 

ALD5 * * * 2  または ALD5 * * * 3 

 

・沈下量の検討結果の確認方法 

沈下量の検討結果は、計算書の「即時沈下量の計算結果」「圧密沈下量の計算結果」「総沈下量」で確認することができます。以

下は「総沈下量」の出力例です。 
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◆「BUILD.一貫Ⅵ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：スリットや開口で挟まれた壁の剛性の確認を求められた 

Ｑ．ＲＣ造の物件に関して、適合性判定機関より、スリットや開口で挟まれた壁の剛性を計算書のどこで確認できますか？と指摘を受けました。どの

ように説明すればよいでしょうか？ 

 

A．スリットや開口で挟まれた壁で、剛性（n 倍法で剛性率や偏心率に考慮する雑壁の剛性）に考慮する壁は、計算書の「雑壁の剛性表の詳細

出力」にて、分類を「フレーム内」として出力しています。 

「雑壁の剛性表の詳細出力」は初期設定では OFF となっているため、出力されていない場合は、出力項目の設定を ON にして出力してくださ

い。 

【「出力項目の設定（確認申請形式計算書）」の画面】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、スリットや開口により大梁と壁が切られているフレーム内雑壁については、n 倍法の剛性に考慮しません。例えば、三方スリットが配置されてい

るフレーム内雑壁は剛性に考慮しませんので、結果の考察に注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判等からの指摘事例の Q&A を 350 件以上、通常の Q&A を 3980 件以上掲載していま

すので、ご活用ください。なお、Q&A の閲覧は、トータルメンテナンスを契約中のお客様限定となります。 

【出力例】   

 

 

 

 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

